






























On Ricœur’s Theory of Justice
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元を広げるものである。」（Ricœur （1990, p. 212）, 邦訳
233頁）あるいは「心づかいは矜持が持つ暗黙の対話論
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正義の私的な面と公的な面との交叉」（Ricœur （1990, p. 
232）, 邦訳253頁）を認めなければならない。というのも、
「制度とは社会の成員間の役割、責務、利益と不利益の
配分を規制するもの」だからである（Ricœur （1990, p. 
233）, 邦訳254頁）。1
1  リクールも引用している箇所であるが、ロールズ『正義論』冒頭部には「真理が思想の体系にとって第一の徳（the first 
virtue）であるように、正義は社会の諸制度がまずもって発揮すべき効能（the first virtue）である」という記述が見られる（Rawls 










共同体 ―― 民族、国民、地域、など ―― の共
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（Ricœur （1991, p. 203）, 邦訳179頁）。
したがって、「正義についての手続き的考え方はせい
ぜい、不断に前提とされている正義の意味の形式化を







































のみならず、正しいことを善いことの後見から決定的に解き放つだろう」（Ricœur （1991, pp. 184-5）, 邦訳158-9頁）。
  同じ論点について、『他者のような自己自身』では、「義務論的な正義論は倫理的な正義感に何らかの仕方に訴えるのではないか、
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に義務論を基礎づけること」（Ricœur （1990, 























































































0 0 0 0
でもって完結する。」





































































































































































































































条件となるのである」（Ricœur （1995, p. 39）, 邦
訳34頁）。
6  赦しと記憶、そして復権との関係については、リクールは『記憶・歴史・忘却』のなかでくわしく論じているので、そちらを














































































8  これは、20世紀末になって英語圏を中心に提唱されるようになった、いわゆる「修復的正義（restorative justice）」に非常に近
いものと見なすこともできる。またリクール自身、論文「正しき者、正義とその挫折」のなかで、「修復的正義」という言葉を
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